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東
京
大
学
出
版
会
か
ら
『
超
大
国
・
中
国
の

ゆ
く
え
』
シ
リ
ー
ズ
の
最
初
の
巻
『
経
済
大
国

化
の
き
し
み
と
イ
ン
パ
ク
ト
』
が
刊
行
さ
れ
た

の
は
二
〇
一
五
年
二
月
。
そ
れ
か
ら
七
年
を
隔

て
て
、
本
書
の
刊
行
を
も
っ
て
同
シ
リ
ー
ズ
は

完
結
し
た
。
こ
の
間
の
中
国
の
変
化
は
い
つ
に

も
増
し
て
早
く
て
大
き
い
。
経
済
成
長
は
鈍
化

し
た
と
は
い
え
、
世
界
第
二
の
経
済
大
国
と
し

て
ア
メ
リ
カ
を
脅
か
し
、
半
導
体
戦
争
と
も
称

さ
れ
る
経
済
安
全
保
障
を
め
ぐ
る
対
立
が
世
界

に
波
及
し
て
い
る
。
政
治
の
面
で
は
、
反
腐
敗

闘
争
で
大
衆
的
な
支
持
を
獲
得
し
た
習
近
平

が
、
憲
法
改
正
を
強
行
し
て
最
高
指
導
者
と

し
て
の
任
期
制
限
を
突
破
す
る
な
ど
、
着
々

と
「
一
強
体
制
」
を
構
築
し
て
き
た
時
期
で
も

あ
っ
た
。
政
権
発
足
当
初
に
わ
ず
か
に
存
在
し

て
い
た
政
治
改
革
へ
の
期
待
は
み
ご
と
に
裏
切

ら
れ
、
中
国
は
ロ
シ
ア
な
ど
と
共
に
「
民
主
主

義
」
陣
営
と
対
峙
す
る
「
専
制
国
家
」
の
一
つ

と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
世
界
の
先
端

を
い
く
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
Ｔ
技
術
の
社
会
実
装
は
、
国

民
に
「
幸
福
」
を
も
た
ら
す
一
方
、
監
視
社
会

の
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
を
現
実
化
し
た
も
の
と
し
て

報
じ
ら
れ
た
り
す
る
。
こ
れ
ら
の
現
象
は
、
中

国
が
「
超
大
国
」
化
し
て
、
ま
す
ま
す
そ
の
本

性
と
も
言
う
べ
き
姿
を
現
す
よ
う
に
な
っ
た
と

人
び
と
に
感
じ
さ
せ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。

　
前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
現

代
中
国
を
考
察
す
る
う
え
で
、
文
明
観
や
歴
史

認
識
を
正
面
に
据
え
て
論
じ
た
本
書
の
刊
行

は
、
ま
さ
に
時
宜
に
か
な
っ
た
も
の
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。
今
日
、
中
国
は
さ
ま
ざ

ま
な
メ
デ
ィ
ア
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
文
明

や
文
化
に
つ
い
て
は
、
せ
い
ぜ
い
古
代
以
来
の

皇
帝
支
配
の
伝
統
に
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア

由
来
の
一
党
独
裁
の
政
治
制
度
が
接
ぎ
木
さ
れ

た
も
の
と
い
っ
た
浅
薄
な
解
説
が
流
布
し
て
、

あ
た
か
も
経
済
や
政
治
が
わ
か
れ
ば
中
国
は
理

解
で
き
る
か
の
よ
う
な
錯
覚
を
生
ん
で
い
は
し

な
い
だ
ろ
う
か
。
習
近
平
の
総
書
記
三
期
目
の

続
投
が
決
ま
る
と
、「
毛
沢
東
を
超
え
る
皇
帝

独
裁
体
制
」
と
か
「
二
十
一
世
紀
の
皇
帝
」
と

か
い
っ
た
フ
レ
ー
ズ
が
、
た
ち
ま
ち
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
に
も
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
に
も
氾
濫
す

る
。
こ
う
し
た
状
況
は
現
下
の
中
国
政
治
や
日

中
関
係
、
国
際
情
勢
の
反
映
で
あ
る
と
は
い

え
、
そ
れ
が
日
本
人
の
中
国
理
解
を
ま
す
ま
す
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硬
直
化
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
は
否
定
し
が
た
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。
伝
統
中
国
と
今
日
の
中
国
と

の
間
に
は
、
清
末
か
ら
中
華
民
国
時
代
へ
、
さ

ら
に
は
中
華
人
民
共
和
国
時
代
へ
と
続
く
伝
統

中
国
と
の
長
い
格
闘
の
歴
史
が
あ
っ
た
こ
と

を
、
こ
う
し
た
言
説
は
あ
っ
さ
り
忘
却
さ
せ
て

し
ま
う
。

　
本
書
の
二
名
の
著
者
は
、
中
国
近
代
史
・
民

国
史
を
専
門
と
し
、
劉
傑
は
日
中
関
係
史
を
、

中
村
は
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
や
憲
政
を
め
ぐ
る
思
想

と
運
動
を
精
力
的
に
研
究
し
て
き
た
。
本
シ

リ
ー
ズ
の
他
の
各
巻
が
そ
れ
ぞ
れ
現
代
中
国
研

究
の
専
門
家
に
よ
る
共
著
で
あ
っ
た
の
と
は
大

き
な
違
い
で
あ
る
。
現
代
中
国
と
伝
統
中
国
と

の
間
に
「
近
代
」
の
経
験
を
介
在
さ
せ
る
こ
と

で
、
今
日
の
中
国
に
お
け
る
文
明
観
と
歴
史
認

識
の
地
平
に
何
が
見
え
て
く
る
か
。
本
書
に
は

そ
う
し
た
役
割
が
期
待
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

内
容
の
紹
介

　
ま
ず
は
本
書
の
概
要
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

全
体
は
全
四
章
に
序
章
と
終
章
が
加
わ
る
構
成

と
な
っ
て
お
り
、
序
章
と
文
明
観
を
扱
っ
た
第

一
章
、
第
二
章
を
中
村
が
、
歴
史
認
識
を
扱
っ

た
第
三
章
、
第
四
章
と
終
章
を
劉
傑
が
、
そ
れ

ぞ
れ
分
担
し
て
い
る
。

　
序
章
で
は
、
本
書
で
登
場
す
る
「
文
明
観
」

と
「
歴
史
認
識
」
に
つ
い
て
の
見
方
が
あ
ら
か

じ
め
提
示
さ
れ
る
。
文
明
観
に
は
、
一
元
的
発

展
モ
デ
ル
と
歴
史
的
多
元
発
展
モ
デ
ル
が
あ

り
、
前
者
は
さ
ら
に
近
代
西
洋
文
明
論
と
社
会

主
義
文
明
論
に
分
か
れ
る
。
一
方
、
歴
史
認
識

に
つ
い
て
は
革
命
史
観
と
近
代
化
史
観
に
大
別

さ
れ
る
。

　
中
村
は
、
こ
の
よ
う
に
ざ
っ
く
り
と
分
類
し

た
後
で
、
こ
の
問
題
に
日
本
人
が
ア
プ
ロ
ー
チ

す
る
場
合
、「
日
本
の
中
国
に
対
す
る
文
明
観

の
変
容
と
日
本
の
中
国
に
対
す
る
歴
史
認
識
の

あ
り
様
も
本
来
的
に
は
視
野
に
入
れ
て
お
い
た

ほ
う
が
い
い
」
と
い
う
。
戦
前
の
日
本
人
は
、

辛
亥
革
命
後
の
中
国
（
民
国
）
を
め
ぐ
っ
て
三

つ
の
文
明
観
を
抱
い
て
い
た
。
す
な
わ
ち
⑴

「
中
華
文
明
を
維
持
す
る
未
発
達
の
地
域
」、
⑵

「
近
代
の
西
洋
文
明
を
受
容
す
る
発
展
的
な
地

域
」、
⑶
「
伝
統
の
中
華
文
明
を
発
展
さ
せ
る

独
立
自
主
の
地
域
」、
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
⑴

の
文
明
観
に
立
つ
者
は
、「
日
本
優
位
型
の
侵

略
性
を
帯
び
た
日
中
連
携
を
唱
え
」、
⑵
⑶
の

文
明
観
に
立
つ
者
は
、「
日
中
の
相
互
理
解
と

相
互
尊
重
を
基
軸
と
す
る
日
中
共
存
を
探
」
っ

て
き
た
。
中
村
は
、
日
本
で
は
「
中
国
と
は
歴

史
的
に
○
○
だ
」
と
い
う
歴
史
認
識
と
セ
ッ
ト

で
文
明
観
が
語
ら
れ
、
こ
の
構
図
が
中
華
人
民

共
和
国
以
後
も
続
い
て
い
る
と
見
る
（
三
頁
）。

　
こ
れ
は
日
本
人
の
中
国
に
つ
い
て
の
文
明
観

と
歴
史
認
識
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、

中
国
知
識
人
は
ど
の
よ
う
に
反
応
し
た
の
だ
ろ

う
か
。
序
章
で
は
、「
最
も
重
要
な
事
例
」
と

し
て
、
一
九
二
六
年
に
日
本
の
雑
誌
に
、
西
洋

文
明
は
単
な
る
物
質
文
明
で
は
な
く
「
真
正
の

理
想
主
義
的
文
明
で
あ
る
」
と
主
張
す
る
論
文

を
発
表
し
た
胡
適
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

中
村
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
日
本
国
内
の
⑴
の
論

者
に
対
す
る
反
論
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
、
文

明
観
と
歴
史
認
識
を
め
ぐ
っ
て
は
、
日
中
両
国

の
間
で
交
錯
す
る
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
十
分

に
自
覚
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
本

書
で
は
こ
の
問
題
に
は
直
接
踏
み
込
ま
ず
、

「
文
明
観
と
歴
史
認
識
の
関
係
性
を
近
現
代
中

国
の
歴
史
の
中
に
読
み
解
く
こ
と
に
専
念
」（
五

頁
）
し
て
い
る
が
、
実
は
本
書
の
著
者
た
ち
の

関
心
の
ベ
ー
ス
に
、
日
本
人
の
中
国
認
識
の
あ
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り
方
へ
の
問
い
か
け
が
あ
る
こ
と
は
、
読
者
も

十
分
理
解
し
て
お
く
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
本
書
の
第
一
章
「
変
転
す
る
文
明
観
」
は
、

清
末
か
ら
今
日
の
習
近
平
時
代
ま
で
の
文
明
観

の
変
遷
が
、
一
元
的
発
展
モ
デ
ル
と
多
元
発
展

モ
デ
ル
に
沿
っ
て
時
代
順
に
大
掴
み
に
整
理
さ

れ
る
。
と
も
に
近
代
国
民
国
家
を
め
ざ
し
た
清

末
の
革
命
派
と
立
憲
派
を
出
発
点
と
し
て
、
五

四
新
文
化
運
動
で
は
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を
基
軸
調

と
す
る
近
代
西
洋
文
明
論
と
、
マ
ル
ク
ス
主
義

（
唯
物
史
観
）
の
発
展
段
階
論
と
い
う
二
つ
の

一
元
的
発
展
モ
デ
ル
が
登
場
し
、
こ
れ
に
対
し

第
一
次
世
界
大
戦
を
契
機
と
す
る
「
西
洋
の
没

落
」
論
の
流
行
を
背
景
に
、
中
国
で
も
、
梁
漱

溟
、
張
東
蓀
ら
に
よ
る
中
国
文
明
の
価
値
を
擁

護
す
る
言
説
が
登
場
し
て
多
元
発
展
モ
デ
ル
論

の
潮
流
を
形
作
る
。

　
前
者
の
潮
流
は
一
九
三
〇
年
代
に
は
陳
序
経

の
全
面
的
西
洋
化
論
、
一
九
四
〇
年
代
に
は
雷

海
宗
ら
の
戦
国
策
派
の
主
張
、
抗
日
戦
争
終
結

後
の
憲
政
実
施
を
め
ぐ
る
費
孝
通
ら
リ
ベ
ラ
リ

ス
ト
の
主
張
へ
と
連
な
る
。
人
民
共
和
国
成
立

以
後
は
、
社
会
主
義
的
文
明
論
が
こ
れ
に
と
っ

て
代
わ
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
後
者
の
多
元

モ
デ
ル
の
方
は
、
一
九
三
〇
年
代
の
陶
希
聖
ら

の
「
中
国
本
位
文
化
」
派
や
一
九
四
〇
年
代
の

馮
友
蘭
や
賀
麟
、
銭
穆
ら
「
新
儒
家
」
の
思
想

の
中
に
見
出
さ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
整
理
か
ら
見
れ
ば
、
今
日
、
習
近

平
の
「
中
華
民
族
の
偉
大
な
復
興
」
や
「
中
国

の
夢
」
に
示
さ
れ
る
文
明
観
は
明
ら
か
に
後
者

の
モ
デ
ル
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ

る
。
本
来
、
前
者
に
属
し
て
い
た
共
産
党
の

公
式
文
明
観
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
登
場
し

た
「
社
会
主
義
精
神
文
明
論
」
が
江
沢
民
時
代

の
「
政
治
文
明
」
な
ど
の
概
念
注
入
を
経
て
転

位
を
果
た
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
こ

の
点
で
、
九
〇
年
代
に
登
場
し
た
多
く
の
文
明

論
が
習
近
平
時
代
の
社
会
主
義
文
明
論
と
親
和

的
で
あ
る
と
い
う
中
村
の
指
摘
は
示
唆
的
で

あ
る
。

　
第
二
章
「
近
代
メ
デ
ィ
ア
と
文
明
観
・
歴
史

認
識
」
で
は
、「
近
現
代
中
国
に
自
由
が
あ
っ

た
の
か
」
と
の
問
い
に
対
し
、
中
村
は
民
国
期

に
つ
い
て
「
基
本
的
に
少
な
か
っ
た
」
と
し
な

が
ら
も
、「
近
代
西
洋
の
立
憲
主
義
に
よ
っ
て

保
障
さ
れ
る
自
由
と
表
面
上
同
質
な
「
自
由
」

が
存
在
し
た
」（
五
九
頁
）
と
回
答
す
る
。
こ

の
「
表
面
上
同
質
な
「
自
由
」」
と
は
、
権
力

が
末
端
ま
で
は
行
き
届
か
な
い
伝
統
中
国
文
明

と
、
中
国
が
受
容
し
た
、
出
版
法
や
著
作
権

法
、
検
閲
制
度
な
ど
を
そ
の
一
部
と
す
る
近
代

西
洋
文
明
と
の
は
ざ
ま
で
形
成
さ
れ
た
「
い
び

つ
な
公
共
空
間
」
で
実
現
し
た
「
自
由
」
で
あ

る
。
出
版
法
で
も
著
作
権
法
で
も
管
理
で
き
な

い
「
幽
霊
出
版
物
」
の
流
通
は
そ
の
象
徴
的
な

事
例
で
あ
る
。
こ
の
章
は
中
村
の
研
究
の
重
点

の
一
つ
で
あ
る
中
国
の
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
の
蓄

積
に
裏
打
ち
さ
れ
て
お
り
、
や
や
難
解
で
あ
る

が
、
民
国
期
に
な
ぜ
多
種
多
様
な
文
明
観
や
歴

史
認
識
を
示
す
言
説
が
連
綿
と
展
開
し
得
た
か

を
深
く
考
え
さ
せ
て
く
れ
る
。

　
こ
う
し
た
メ
デ
ィ
ア
の
「
自
由
」
を
活
用
し

た
経
験
を
持
つ
が
ゆ
え
に
、
共
産
党
は
人
民
共

和
国
成
立
以
後
、
出
版
法
や
新
聞
法
の
制
定
が

そ
の
統
治
に
と
っ
て
リ
ス
ク
に
な
る
こ
と
を
警

戒
し
、
長
ら
く
出
版
法
を
制
定
し
な
か
っ
た
。

建
国
初
期
に
は
著
作
権
意
識
が
個
人
や
出
版
社

に
な
お
残
存
し
て
い
た
が
、
こ
れ
を
含
め
て
民

国
期
の
「
公
共
空
間
」
は
一
九
五
〇
年
代
に

次
第
に
消
滅
し
て
い
っ
た
。
八
〇
年
代
以
降

の
「
改
革
開
放
」
時
期
に
な
る
と
、
社
会
構
造
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が
複
雑
化
し
「
民
国
期
の
よ
う
な
公
共
空
間
が

蘇
っ
た
り
も
し
て
い
る
。
現
状
は
、
そ
れ
へ

の
弾
圧
と
再
生
の
繰
り
返
し
で
あ
る
」（
九
三

頁
）
と
い
う
の
が
中
村
の
見
立
て
で
あ
る
。

　
第
三
章
「
国
家
の
歴
史
認
識
を
形
作
る
革
命

史
観
」
で
は
、
中
国
共
産
党
の
「
歴
史
認
識
」

を
、
中
華
文
明
の
誇
り
と
主
権
の
絶
対
性
を
強

調
す
る
「
中
華
文
明
史
」
と
、
社
会
主
義
の
優

位
性
、
被
害
者
の
正
義
、
政
権
の
正
統
性
を
担

保
す
る
「
中
国
革
命
史
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

る
と
し
て
、
そ
の
形
成
過
程
を
振
り
返
っ
て
い

る
。
劉
傑
は
共
産
党
が
歴
史
書
で
ど
の
よ
う

に
書
か
れ
る
か
は
「
政
治
そ
の
も
の
」
で
あ

り
、「
近
代
史
が
党
史
に
収
斂
さ
れ
て
い
く
過

程
は
、
現
代
中
国
の
歴
史
学
の
形
成
過
程
で
あ

り
、
近
代
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
が
挫
折
す
る
過
程
で

あ
っ
た
」（
一
一
三
頁
）
と
断
じ
、
そ
の
起
点

を
抗
日
戦
争
期
に
広
く
読
ま
れ
た
蔣
廷
黻
『
中

国
近
代
史
』
と
、
こ
れ
に
対
抗
し
て
范
文
瀾
が

延
安
で
書
い
た
『
中
国
近
代
史
』（
上
冊
）
の

刊
行
に
置
い
て
い
る
。
劉
傑
に
よ
れ
ば
、
中
国

で
近
代
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
が
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
っ

た
一
九
二
〇
年
代
、
三
〇
年
代
、
こ
れ
に
関

わ
っ
た
多
く
の
自
由
主
義
知
識
人
は
中
国
を
近

代
国
家
に
す
る
た
め
の
「
科
学
救
国
」
を
志
し

た
。
蔣
廷
黻
『
中
国
近
代
史
』
は
彼
ら
の
「
近

代
化
史
観
」
を
代
表
す
る
歴
史
書
と
し
て
広
く

読
ま
れ
て
い
た
。

　
人
民
共
和
国
以
後
、
知
識
人
に
対
す
る
思
想

改
造
運
動
、
胡
適
批
判
運
動
な
ど
を
経
て
「
革

命
史
観
」
が
近
代
化
史
観
に
取
っ
て
代
わ
る
よ

う
に
な
る
。
そ
の
中
で
最
も
影
響
が
大
き
か
っ

た
の
は
一
九
五
八
年
の
「
史
学
革
命
」
で
あ
っ

た
。
当
時
な
お
民
国
時
代
に
育
っ
た
歴
史
家
が

活
動
す
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、

歴
史
学
の
専
門
訓
練
を
受
け
て
い
な
い
幹
部
出

身
学
生
が
、
毛
沢
東
の
「
厚
今
薄
古
」（
古
代

の
歴
史
よ
り
、
近
現
代
の
歴
史
を
重
視
す
る
）

の
要
求
に
応
え
て
、
中
国
の
歴
史
を
「
革
命
史

観
」
に
塗
り
替
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
第
四
章
「
近
代
化
史
観
の
復
権
」
は
、
文
化

大
革
命
後
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
ま
で
の
歴

史
観
の
転
換
を
扱
っ
て
い
る
。
一
九
八
〇
年
代

に
は
歴
史
学
の
再
建
と
と
も
に
「
近
代
化
史

観
」
へ
の
転
換
が
進
ん
だ
。
九
〇
年
代
に
は
こ

れ
が
さ
ら
に
「
文
明
史
観
」
へ
と
進
化
し
た
。

劉
傑
に
よ
れ
ば
、「
文
明
史
観
」
は
、
中
国
の

近
代
化
の
課
題
と
し
て
「
立
憲
政
治
」
と
「
国

際
協
調
」
を
備
え
た
「
文
明
国
家
」
の
実
現
を

要
求
す
る
。「
そ
も
そ
も
中
国
が
独
立
と
主
権

を
失
っ
た
の
は
、
中
国
を
文
明
の
中
心
と
み
な

す
天
朝
思
想
に
毒
さ
れ
（
中
略
）
西
洋
文
明
を

拒
否
し
た
結
果
で
あ
る
」（
一
六
〇
頁
）。
こ
れ

ま
で
の
「
革
命
史
観
」
へ
の
反
省
か
ら
、
こ
の

時
期
は
民
国
史
研
究
が
盛
行
し
、
歴
史
の
「
被

害
」
の
相
対
化
や
見
直
し
が
進
み
、「
愛
国
」

や
「
売
国
」
の
レ
ッ
テ
ル
貼
り
に
対
す
る
疑
念

が
表
明
さ
れ
た
。
大
学
入
試
の
全
国
共
通
問
題

に
戦
後
日
本
の
教
育
改
革
と
経
済
発
展
に
関
す

る
問
題
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
こ

う
し
た
傾
向
の
反
映
で
あ
る
。

　
し
か
し
、「
文
明
史
観
」
の
発
展
の
前
に
立

ち
は
だ
か
っ
た
の
は
、「
変
調
」
を
き
た
し
た

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
劉
傑
は
中
国
で
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
『
ノ
ー
と
言
え
る
中

国
』（
一
九
九
六
年
）
と
『
不
機
嫌
な
中
国
』

（
二
〇
〇
九
年
）
を
比
較
し
、
前
者
が
そ
の
強

硬
な
言
辞
と
は
裏
腹
に
基
本
的
に
「
守
り
の
姿

勢
」
を
と
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
後
者
は
「
攻

撃
的
姿
勢
」
に
転
じ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
両

者
を
分
け
た
の
は
二
〇
〇
八
年
の
北
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
成
功
に
よ
る
中
国
人
の
自
信
で
あ
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り
、
大
国
意
識
の
高
揚
で
あ
っ
た
。
こ
れ
以

後
、
市
民
社
会
の
形
成
の
面
で
も
、
日
中
関
係

の
改
善
の
面
で
も
大
き
な
進
展
が
見
ら
れ
な
く

な
っ
た
。

　
終
章
「
文
明
観
・
歴
史
認
識
と
中
国
の
ゆ
く

え
」
で
は
、「
権
力
の
正
統
性
を
担
保
す
る
も

の
」
と
し
て
「
革
命
史
観
」
を
守
っ
て
き
た
共

産
党
が
、
ど
う
し
て
一
九
八
〇
年
代
、
九
〇

年
代
に
「
近
代
化
史
観
」「
文
明
史
観
」
を
容

認
し
た
の
か
と
問
い
か
け
る
。
著
者
の
答
え

は
、
改
革
開
放
初
期
の
「
開
放
ム
ー
ド
」、
胡

耀
邦
、
趙
紫
陽
ら
「
指
導
者
の
寛
容
」、
そ
れ

に
八
〇
年
代
以
降
の
「
近
代
化
の
成
果
」
と
し

て
の
「
豊
か
さ
」
か
ら
も
正
統
性
を
調
達
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か

し
、「
世
界
に
学
ぶ
国
」
か
ら
「
世
界
を
「
治

理
」
す
る
国
」
へ
と
自
己
認
識
を
改
め
た
習

近
平
政
権
は
、「
近
代
化
史
観
」
と
「
文
明
史

観
」
を
危
険
視
し
、
こ
れ
ら
を
説
く
「
公
共
知

識
人
」
へ
の
抑
圧
を
深
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
状
況
は
、
知
識
人
の
「
政
治
力
の
弱
さ
」
の

ほ
か
、「
近
代
西
洋
文
明
の
普
遍
的
価
値
が
一

般
の
知
識
人
と
大
衆
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ

た
」
た
め
で
も
あ
る
。「
中
国
の
行
く
末
に
不

安
を
抱
く
現
代
中
国
の
知
識
人
は
、
百
年
前
の

新
文
化
運
動
当
時
の
知
識
人
と
同
じ
よ
う
に
、

西
欧
文
明
を
中
国
の
伝
統
と
対
置
さ
せ
る
社
会

風
潮
に
不
安
と
苦
悩
を
深
め
て
い
る
」（
二
〇

八
頁
）。
本
書
は
こ
の
よ
う
に
西
洋
文
明
と
の

距
離
を
再
び
拡
大
し
つ
つ
あ
る
中
国
の
現
状
へ

の
懸
念
を
表
明
し
て
終
わ
っ
て
い
る
。

本
書
の
特
長
と
意
義

　
長
い
内
容
紹
介
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ

れ
は
本
書
が
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
味
の
異
な
る
二
名

の
著
者
に
よ
る
分
担
執
筆
で
あ
り
、
両
者
と
も

に
清
末
か
ら
今
日
ま
で
変
化
に
富
む
長
い
期
間

を
通
時
的
に
描
き
出
し
て
い
る
こ
と
に
も
よ

る
。
こ
れ
を
簡
潔
に
要
約
す
る
こ
と
は
難
し

い
。
本
書
の
特
長
は
、
ま
ず
は
こ
の
長
期
間
に

わ
た
る
「
文
明
観
」
と
「
歴
史
認
識
」
の
変
遷
を

一
貫
し
た
視
座
で
描
き
出
し
た
こ
と
に
あ
る
。

思
想
史
の
概
説
と
も
異
な
り
、
こ
れ
ら
は
実
証

研
究
の
対
象
と
し
て
把
握
し
に
く
く
、
し
か
も

渉
猟
す
べ
き
文
献
は
文
字
通
り
汗
牛
充
棟
の
感

が
あ
る
。
そ
の
中
に
分
け
入
り
、
政
治
や
経

済
、
軍
事
と
は
別
の
、
長
い
視
野
で
見
れ
ば
勝

る
と
も
劣
ら
な
い
重
要
性
を
も
つ
問
題
を
鋭
利

に
分
析
し
て
、
読
者
に
わ
か
り
や
す
く
提
示
し

た
著
者
た
ち
の
意
欲
と
力
量
は
敬
服
に
値
す
る
。

　
分
析
の
枠
組
み
と
し
て
、
中
村
が
文
明
観
を

一
元
的
文
明
観
と
多
元
的
文
明
観
と
に
、
ま
た

劉
傑
が
歴
史
認
識
を
革
命
史
観
と
近
代
化
史

観
・
文
明
史
観
と
に
分
け
る
単
純
な
二
分
法
を

採
用
し
た
の
は
、
実
際
に
い
つ
の
時
代
に
も
こ

の
種
の
二
分
法
で
議
論
が
始
ま
っ
た
こ
と
に
沿

う
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
は
後
述
す
る
よ
う

な
問
題
点
を
含
む
と
は
い
え
、
議
論
を
呼
び
起

こ
す
た
め
の
整
理
の
仕
方
と
し
て
、
有
効
な
方

法
の
一
つ
で
あ
る
と
思
う
。

　
こ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
の
は
、
例
え
ば
、
建

党
以
来
保
持
し
て
き
た
一
元
的
文
明
観
を
一
九

九
〇
年
代
以
降
、
徐
々
に
多
元
的
な
そ
れ
へ
と

ス
ラ
イ
ド
さ
せ
て
き
た
中
国
共
産
党
の
姿
で
あ

る
（
第
一
章
）。
あ
る
い
は
、
民
国
時
代
に
主

流
化
し
て
い
た
近
代
化
史
観
が
、
改
革
開
放
時

代
に
な
っ
て
再
び
復
興
し
て
く
る
よ
う
に
な
る

と
、
そ
れ
ま
で
の
「
革
命
史
観
」
が
覆
い
隠
し

て
き
た
も
の
が
な
ん
で
あ
っ
た
か
が
明
ら
か
に

な
る
（
第
四
章
）。
こ
れ
ら
は
個
別
に
は
思
想

史
や
歴
史
学
の
実
証
研
究
に
よ
り
既
知
で
あ
っ

た
と
は
い
え
、
大
き
な
時
代
的
変
動
の
中
に
置
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き
直
し
て
み
る
と
そ
の
歴
史
的
意
義
を
よ
り
よ

く
理
解
で
き
る
。

　
さ
ら
に
、
近
現
代
の
中
国
に
お
い
て
知
識
人

が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
を
可
能

に
す
る
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
と
「
公
共
空
間
」
の

形
成
に
つ
い
て
気
づ
か
せ
て
く
れ
て
い
る
点
も

重
要
で
あ
る
。
中
村
は
民
国
時
期
の
「
い
び
つ

な
公
共
空
間
」
に
お
け
る
「
自
由
」
の
存
在
を

指
摘
し
、
言
論
弾
圧
面
が
強
調
さ
れ
が
ち
な
民

国
期
に
お
い
て
も
、
多
彩
な
言
説
の
発
信
が
可

能
で
あ
っ
た
理
由
を
説
明
し
て
い
る
。
改
革
開

放
期
の
前
半
に
お
い
て
比
較
的
自
由
な
言
論
が

可
能
で
あ
っ
た
の
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
劉

傑
に
よ
れ
ば
「
資
本
主
義
諸
国
の
思
想
と
文
化

に
対
す
る
開
放
的
な
ム
ー
ド
」、「
胡
耀
邦
や
趙

紫
陽
ら
政
治
リ
ー
ダ
ー
の
寛
容
」
お
よ
び
「
歴

史
上
の
過
誤
を
修
正
す
る
決
意
と
自
信
」
な
ど

の
背
景
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
と
い
う
。
し
か

し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
受
益
者
で
あ
っ
た
中
国

に
お
い
て
、
香
港
、
台
湾
を
含
み
こ
む
形
で
展

開
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
新
た
な
あ

り
方
が
、
あ
る
種
の
「
い
び
つ
な
公
共
空
間
」

を
成
り
立
た
せ
て
い
た
こ
と
も
無
視
で
き
な
い

要
因
の
一
つ
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

疑
問
と
課
題

　
こ
う
し
た
特
長
と
意
義
を
有
す
る
本
書
で
は

あ
る
が
、
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
と
し
て
限
ら
れ
た

紙
幅
の
ゆ
え
か
、
説
明
不
足
で
あ
っ
た
り
、
言

及
さ
れ
る
べ
く
し
て
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
り
し

た
点
も
い
く
つ
か
あ
る
よ
う
に
思
う
。
そ
の
う

ち
の
主
な
も
の
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

　
第
一
に
疑
問
に
感
じ
た
の
は
、
両
名
の
著
者

が
分
担
し
て
論
じ
た
「
文
明
観
」
と
「
歴
史
認

識
」
│
│
「
歴
史
観
」
と
呼
ぶ
の
が
適
切
の
よ

う
に
思
わ
れ
る
が
│
│
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う

に
考
え
た
ら
よ
い
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
お

そ
ら
く
両
者
は
密
接
に
関
係
し
て
い
る
が
、
一

元
的
文
明
観
が
近
代
化
史
観
に
な
じ
み
や
す
い

と
し
て
も
、
必
ず
し
も
単
線
的
な
発
展
史
観
に

収
斂
す
る
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
（
胡
適
は
文
明

史
観
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

中
国
が
西
洋
と
同
様
の
近
代
化
の
過
程
を
た
ど

る
と
信
じ
て
い
た
だ
ろ
う
か
）。
ま
た
多
元
的

文
明
観
を
奉
じ
る
論
者
で
あ
っ
て
も
、
近
代
化

自
体
を
否
定
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
こ
う
し
た

点
の
整
理
が
さ
ら
に
必
要
で
は
な
い
か
と
感

じ
〉
1
〈
る
。

　
第
二
に
、
単
純
化
さ
れ
た
二
分
法
は
問
題
探

究
の
切
り
口
と
し
て
は
有
効
だ
が
、
一
歩
踏
み

込
め
ば
そ
の
中
間
に
お
び
た
だ
し
く
多
種
多
様

な
言
説
の
ス
ペ
ク
ト
ル
が
広
が
っ
て
い
る
。
中

国
の
近
代
化
を
志
向
し
つ
つ
も
、
儒
教
の
伝
統

を
現
代
に
活
か
そ
う
と
し
た
現
代
新
儒
家
た

ち
、
あ
る
い
は
鄧
小
平
流
「
四
つ
の
現
代
化
」

の
「
中
体
西
用
」
論
的
保
守
性
に
対
し
「
西
体

中
用
」
を
唱
え
た
一
九
八
〇
年
代
の
知
識
人

（
黎
澍
や
李
沢
厚
ら
）
│
│
本
書
に
も
言
及
さ

れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
人
び
と
を
政
治
的
な
立
場

だ
け
で
切
り
分
け
て
し
ま
う
と
、
大
事
な
も
の

を
見
過
ご
し
て
し
ま
い
が
ち
に
な
る
。
著
者
た

ち
は
お
そ
ら
く
こ
う
し
た
こ
と
は
十
分
承
知
の

う
え
で
、
敢
え
て
シ
ン
プ
ル
な
枠
組
み
に
沿
っ

て
叙
述
す
る
方
法
を
選
択
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

今
後
の
課
題
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
所
以
で
あ
る
。

　
同
様
の
こ
と
は
中
国
人
が
自
国
・
自
文
化
に

対
置
し
て
き
た
「
西
洋
」・「
西
洋
文
明
」
に
つ

い
て
も
言
え
る
。
か
つ
て
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・

シ
ュ
ウ
ォ
ル
ツ
は
そ
の
厳
復
論
の
な
か
で
、

「
西ウ
ェ
ス
タ
ン
・
イ
ン
パ
ク
ト

洋
の
衝
撃
」
論
は
自
ら
（
西
洋
）
を
明
瞭

に
既
知
の
も
の
、
相
手
（
非
西
洋
）
を
無
定
形

な
未
知
の
も
の
と
し
て
語
り
た
が
る
が
、
西
洋
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を
既
知
と
す
る
の
は
「
偽
り
の
明
瞭
さ
」
で
は

な
い
か
と
疑
問
を
呈
し
〉
2
〈

た
。
こ
れ
は
「
我
わ

れ
」（
西
洋
人
）
に
対
す
る
問
題
提
起
で
あ
っ
た

が
、
本
書
が
対
象
と
す
る
時
代
の
中
国
人
に

と
っ
て
も
、
ま
た
今
日
、
日
本
で
中
国
を
研
究

す
る
「
我
わ
れ
」
に
と
っ
て
も
嵌
り
が
ち
な
陥

穽
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
に
自
覚
が
必
要
で
あ
ろ

う
。
日
本
政
治
思
想
史
研
究
の
泰
斗
、
渡
辺

浩
は
近
著
の
な
か
で
、
ア
レ
ク
シ
・
ド
・
ト
ク

ヴ
ィ
ル
が
『
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
に

お
い
て
当
時
の
中
国
を
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
の
先
例
と
し
て
描
い
て
い
る
こ
と
に
注
目

し
て
い
る
。「
現
在
の
中
国
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

の
実
例
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
あ
り
う
る
未
来
で
あ
〉
3
〈

る
」。
│
│
も

ち
ろ
ん
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
言
う
「
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
」
が
「
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー
（
貴
族
政
）」

の
反
対
語
で
あ
る
こ
と
に
は
留
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
に
せ
よ
、
中
国
の
文
明
と
歴
史
を
め

ぐ
っ
て
こ
う
し
た
「
奇
妙
な
議
論
」
が
あ
り
う

る
こ
と
を
念
頭
に
置
か
な
け
れ
ば
、
本
書
か
ら

先
に
有
意
義
な
討
論
は
続
か
な
い
か
も
し
れ

な
〉
4
〈

い
。

　
最
後
に
、
本
書
で
は
近
現
代
中
国
の
「
文
明

観
」・「
歴
史
認
識
」
の
系
譜
を
辿
る
こ
と
に
注

意
が
払
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
本
書
の
特
長
で

あ
り
、
今
日
の
中
国
へ
の
理
解
を
深
め
る
う
え

で
重
要
な
意
義
を
も
つ
作
業
で
あ
る
。
し
か
し

他
方
で
、
系
譜
を
辿
る
こ
と
に
力
点
が
置
か
れ

す
ぎ
る
と
、
時
代
ご
と
の
変
化
の
意
味
や
、
国

際
関
係
の
変
動
の
及
ぼ
す
影
響
が
、
と
も
す
れ

ば
軽
視
さ
れ
が
ち
に
な
る
。
例
え
ば
、
冷
戦
体

制
の
崩
壊
お
よ
び
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

波
の
浸
透
は
、
中
国
の
政
治
、
社
会
、
文
化
に

対
し
て
深
甚
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
が
、
両
著
者
と
も
あ
ま
り
重
視
し
て
い
な

い
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
、
一
九
八
〇
年
代

「
新
啓
蒙
」知
識
人
が「
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
」
と
「
新

左
派
」
に
分
裂
し
て
い
く
の
は
（
そ
の
前
で
な

く
）
そ
の
影
響
下
で
起
こ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

『
ノ
ー
と
言
え
る
中
国
』
の
よ
う
な
声
高
な
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
台
頭
、
愛
国
主
義
教
育
の
強

化
と
と
も
に
、
中
国
共
産
党
統
治
の
正
統
性
を

担
保
す
る
「
革
命
史
観
」
の
内
容

0

0

も
ま
た
こ
の

時
期
か
ら
変
容
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
こ
れ
ら
は
、
評
者
が
本
書
を
通
じ
て
改
め
て

認
識
さ
せ
ら
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
疑
問
点
で
あ

り
、
ま
た
評
者
に
と
っ
て
の
研
究
課
題
で
も
あ

る
。
近
現
代
中
国
の
「
文
明
観
」
と
「
歴
史
認

識
」
を
俯
瞰
す
る
と
い
う
困
難
な
作
業
に
挑
戦

し
た
著
者
た
ち
の
努
力
に
報
い
る
意
味
で
も
、

個
別
事
例
の
研
究
を
進
め
る
な
か
で
、
著
者
た

ち
を
含
め
て
こ
う
し
た
テ
ー
マ
に
関
心
あ
る
研

究
者
と
議
論
す
る
機
会
が
あ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
。

注
〈
1
〉 

例
え
ば
、
本
書
で
劉
傑
が
そ
の
論
文
や
著

書
を
引
用
し
て
い
る
李
懐
印
（
テ
キ
サ
ス
大

学
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
校
教
授
、
南
京
大
学
政
府

管
理
学
院
特
任
教
授
）
は
、
近
著
『
現
代
中

国
的
形
成
』（
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇

二
二
年
。
原
著
はLi H

uaiyin, The M
aking of 

M
odern Chinese State, 1660–1950 , L

ondon, 
R

outledge, 2020

）
に
お
い
て
、「
現
代
中
国

国
家
」
は
し
ば
し
ば
語
ら
れ
る
よ
う
な
「
帝
国

か
ら
国
民
国
家
へ
」
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
の
中
か

ら
誕
生
し
た
の
で
は
な
い
、
清
朝
の
一
七
世
紀

末
か
ら
一
八
世
紀
中
葉
の
期
間
に
す
で
に
辺
境

民
族
を
統
合
し
、「
領
域
国
家
」
と
し
て
行
政

と
徴
税
の
機
構
を
整
備
し
、
近
代
主
権
国
家
に

な
る
一
歩
手
前
の
段
階
に
ま
で
到
達
し
て
い

た
、
と
論
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
九
世
紀
の
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「
西
洋
の
衝
撃
」
に
よ
り
中
国
の
近
代
が
始
ま

る
と
い
う
古
典
的
な
文
明
観
・
歴
史
認
識
に
対

す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
で
あ
る
と
同
時
に
、
別
の

タ
イ
プ
の
「
近
代
化
史
観
」
の
一
つ
と
見
る
こ

と
も
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

〈
2
〉 

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
シ
ュ
ウ
ォ
ル
ツ
（
平
野

健
一
郎
訳
）『
中
国
の
近
代
化
と
知
識
人
│
│

厳
復
と
西
洋
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
八

年
（
原
著
は
一
九
六
四
年
）、
三
頁
。

〈
3
〉 

渡
辺
浩
『
明
治
革
命
・
性
・
文
明
│
│
政

治
思
想
史
の
冒
険
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇

二
一
年
の
第
二
章
「
ア
レ
ク
シ
・
ド
・
ト
ク

ヴ
ィ
ル
と
三
つ
の
革
命
│
│
フ
ラ
ン
ス
（
一
七

八
九
年
〜
）・
日
本
（
一
八
六
七
年
〜
）・
中
国

（
一
九
一
一
年
〜
）」
四
二
頁
。

〈
4
〉 

ト
ク
ヴ
ィ
ル
と
似
た
見
方
を
も
っ
て
い
た

の
が
内
藤
湖
南
で
あ
る
。
與
那
覇
潤
は
、
こ
れ

ま
で
中
国
停
滞
論
の
典
型
と
し
て
批
判
さ
れ
て

き
た
内
藤
湖
南
の
『
新
支
那
論
』
を
解
説
し

て
、「
実
は
『
支
那
論
』
以
来
の
著
述
を
貫
通

す
る
近
世

0

0

論
と
い
う
独
自
の
史
論
に
お
い
て

は
、
決
し
て
〈
西
洋
の
未
達
成
〉
で
は
な
く
、

む
し
ろ
西
洋
や
日
本
よ
り
も
先
に
あ
る
未
来

0

0

0

0

0

0

の

原
像
と
し
て
見
出
さ
れ
て
い
た
」
と
指
摘
し
て

い
る
。
與
那
覇
潤
「
史
学
の
黙
示
録
│
│
『
新

支
那
論
』
ノ
ー
ト
」
山
田
智
・
黒
川
み
ど
り
編

『
内
藤
湖
南
と
ア
ジ
ア
認
識
│
│
日
本
近
代
思

想
史
か
ら
み
る
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
三
年
、

一
六
五
頁
。


